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回次
第12期

第１四半期連結
累計期間

第13期
第１四半期連結

累計期間
第12期

会計期間

自2020年
４月１日
至2020年
６月30日

自2021年
４月１日
至2021年
６月30日

自2020年
４月１日
至2021年
３月31日

売上高 （百万円） 281,167 235,921 1,191,765

経常利益 （百万円） 23,504 19,091 110,176

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益
（百万円） 13,370 12,491 65,655

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 13,777 17,901 85,304

純資産 （百万円） 598,900 663,779 659,358

総資産 （百万円） 1,037,792 1,097,525 1,067,000

１株当たり四半期（当期）純利

益
（円） 92.17 86.09 452.52

潜在株式調整後１株当たり四半

期（当期）純利益
（円） - - -

自己資本比率 （％） 54.4 57.2 58.2

営業活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 11,961 4,225 123,683

投資活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） △18,434 △12,459 △93,110

財務活動による

キャッシュ・フロー
（百万円） 46,203 36,004 △28,293

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（百万円） 76,020 68,139 39,011

第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

　（注）１  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提฀
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( ⁷2020
⁷ ⁷2020 30 )

( ⁷2021
⁷ ⁷2021 30 )

13,730 13,198

∕─ ─

∕─ 2,998 ỏ1,390

Ⱬ♇☺ ỏ301 ỏ16

ỏ2,762 4,092

⌐ ╢ 807 707

⌐ ∆╢ ỏ695 1,308

∕─ ─ 46 4,702

13,777 17,901

⌐ ╢ 13,567 17,161

⌐ ╢ 209 739

ₒ ₓ

ₒ ₓ
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（単位：百万円）

報告セグメント

合計
調整額

（注１）

四半期連結損益
計算書計上額

（注２）
食品 医薬品

売上高

(1）外部顧客に対する売上高 199,757 36,163

 (
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（重要な後発事象）

（持分法関連会社株式持分の譲渡）

当社の連結子会社であるMeiji Seika ファルマ㈱（以下、ファルマ）は、当社の持分法適用関連会社であるDM 

Bio Limited（以下、ＤＭバイオ）の株式について、その全部を東亞ソシオグループに譲渡することに合意致しま

した。

なお、ファルマと東亞ソシオホールディングス㈱との間のバイオシミラーに関する提携関係は今後も継続するこ

とが合意されております。

１．譲渡の理由

ＤＭバイオは、バイオシミラーほか各種医薬品の製造・販売を目的として2015年10月に設立されました。現在、

開発中のDMB-3115をはじめとするバイオ医薬品の治験薬製造や、外部企業からの商用バイオ医薬製品の製造を行っ

ております。ＤＭバイオのＧＭＰ体制の完成と安定的な製造体制が構築されたことにより、ＤＭバイオの経営権を

東亞ソシオグループに譲渡・集約することで、ＤＭバイオにおいてはより迅速な意思決定が可能になり、ファルマ

においてはDMB-3115の開発にリソースを投入することになります。

２．譲渡する相手先の名称

東亞ソシオホールディングス㈱　他

３．譲渡の時期

2021年９月（予定）

４．当該持分法関連会社の名称

DM Bio Limited

５．譲渡する株式数、譲渡価額、譲渡益及び譲渡後の持分比率

譲渡する株式数　　　　　　　　1,862千株

譲渡対価　　　　　　　　　　　6,750百万円（予定）

譲渡益　　　　　　　　　　　　投資有価証券売却益として約2,500百万円（概算）を第２四半期連結会計期間

　　　　　　　　　　　　　　　に計上する見込みであります。

譲渡後の持分比率　　　　　　　－％

２【その他】

2021年５月18日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額………………………………………12,333百万円

(ロ）１株当たりの金額…………………………………85円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………2021年６月７日

! 
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（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上
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